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PP −621　表在性膀胱癌 の モ ニ タ リ ン グ に お け る

　　　　　　　 尿 中 NMP22 の 有用性
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【目的】表在性膀胱癌の モ ニ タ リン グにお ける尿中 NMP22 の 有

用性 を尿細胞診お よ び他の 尿マ ーカーと比 較 す る 。1対象 と方

法】未治療お よび 経過観察中の 表在性膀胱癌 156例 （男／女＝

120／36）を対象と した 。 全例が TCC で、　 Gl：51例，　 G2 ：81例，
G3 ：14例、深 達度は Tis：9 例，　 Ta ：68例，　Tl ：69例であっ た。
【結果 と考察】治療前お よび再発時の NMP22 ，　BFP，　BTA テ ス

ト，尿細胞診の 陽性率は 35％，43％，35％，32％ （治療前）お

よび 19％，21％，9％，7％ （再発時）で あ っ た。NMP22 の 陽性

率に影響する 因子 は腫瘍径 と尿中 WBC で あ っ たが、再 発 腫瘍

は 有意に腫瘍径が小 さか っ た （p くO．05）。 再発症例の ROC 曲線

から再発時の カ ッ トオ フ 値 を NMP22 ：5．OU ／m 且、　BFP ：6，0ng／
ml とする と、陽性率は NMP22 ：47％ ，

　BFP ：42％ で あっ た。 再

発に 関連す る因子 と して は多発性が有意で あっ たが、治療前の

尿中マ ーカーとの 関連 は なかっ た 。NMP22 は 術後補助 療法 の 影

響を受ける ため、補助 療法施 行例 で は術後 4 ヵ 月以 内の 評価 は

困難と思わ れた 。 1結論】再発腫瘍は小 さな腫瘍が多く、こ れ を検

出するため に は尿中マ
ー

カ
ー

の カ ッ トオ フ値を下 げる必 要性が

考え られ、NMP で は 5．OUIm且が推奨され る。
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【目的】移行上皮癌におい て高度に発現される Cytokeratin　ee（CK20）に

関して リアル タイム RT・PCRを用い たCK20　mRNA の 定量を施行し、膀
胱癌に対する TUR ・Bt後の フt ロ ーアップおよび再発予測に対する有用

性を検討した。【方法1TUR−Br後の フ ォロ ー
ア ッ プに対する有用性の検

討には、平成 13年6月よりTUR −Btを受けた 17症例を対象とし、術前、
術後3ヶ 月毎の尿か ら、尿中 CK20mRNAをリア ル タイム RT・PCR法を

用い て定量した 。 また、再発予測に関 して は、TUR −Bt施行後400日以上

観察し得た 28症例を対象とし、術前尿中 CK20mRNAと再発との関係に

つ い て検討した。 【結果】TUR−Bt後フ ォ ロ ー
ア ップ 17例中5例が膀胱癌

再発をきたしてい るが、うち3例に尿中CK20mRNA値の上昇が認めら

れた 。 また、再発予測に関しては、 再発群 （n＝18）と非再発群 （n ＝10）
を比較し、再発群にお い て有意に術前の尿中CK20mRNA値は高値で

あ っ た。（p≡O．00SS＞【考察】リア ル タイム RT−PCR を用 い た尿9P　CK20
mRNA の定量は、　TURBt 後の経過観察および再発予測に関して有用で

あるこ とが示唆された。今後、症例数を増やし、報告する予定である。
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【目的】Uroplakin　H （UPII）は尿路移行上 皮細胞特異的 膜

蛋白で 、 ほ とん どの 移行一ヒ皮癌 に も発現 が 保持 され て い

る。我 々 は 末 梢血 液中 UPII　mRNA 陽 性細胞の 検出は 尿路

移行 上 皮癌 転 移 の 早期診断の 分子 マ ーカ ーと して の 可能

性を報告 した（Clin　Cancer　Res，2000）。 今 回、浸 潤性 膀 胱

癌 の 骨盤 リ ンパ 節 に お け る UPII　mRNA 陽性細胞 の 検 出

を 行い 、微小 リ ン パ 節転移 の 早 期 検 出 法 と して の 有用性を

検討 し た 。 【材料 と方法】当科 に て、2001年 6 月 か ら 2002

年 8 月 ま で に根治的膀胱全摘術を施行 し た 7 症 例 の 患者

よ り 7 検体 の 膀 胱 癌 組 織 と 28検体の 骨盤 リ ン パ 節 を採取

し、RT −PCR 法 に よ り UPH 　mRNA を解析 した 。 1結果】膀
胱 癌組織で は．陽性 コ ン トロ ール で あ る HTll97 膀胱癌株

化 細 胞 と同様 に 全 て の サ ン プル で UPH 　mRNA が 検出 さ

れ た。28検 体 の 骨盤 リ ン パ 節 に お い て は 5症 例 8 検体

（28．6％ ）が 陽 性 で あ っ た 。 また、既 に病 理 学 的転 移 が 確認

され た 2 症 例 5検体の 骨盤 リ ン パ 節 で は、い ず れ の サ ン プ

ル で も陽性 が 認 め られ た。【結 論 】浸 潤性膀胱癌 に お け る骨

盤 リ ン パ 節 で の UPII　mRNA 陽 性 細 胞 の 検 出 は 微小 リ ン

パ 節転 移 の 検出 系 に なりうる 可能性が 示 唆 され た 。
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【目的】昨年度総 会報 告に て、尿路上皮癌の 診断能は 、NMP22
よ りも尿細胞診が 優 れてい たが （221症 例）、症 例数の 増加によ

る再検討 を行っ た 。 同時に ANN に よる解析も行 っ た 。 【対象と

方法】対象期間は 2000年 8月
一2002年 7 月。対象 は 血 尿 の

screening を目的 に初診 した 418 症例に 対 し前向きに 行 っ た。解
析項目は 尿沈渣、血清 Cr値、 尿細胞診 、

　 NMP22 （ELISA法）、
超音波断層法、さ らに尿路上皮癌が疑われ た症例に対 し内視鏡

検査 な どで 確定診断 し、統計学 的解 析 を行 っ た。【結果｝418症例

中、確定診断 した尿路上皮癌は 32症 例 （膀 胱 癌 25例、腎盂 癌

7例 ）で あっ た。尿中 NMP22 値は、癌症例（430．6± 220．9U／mL ）

は非癌症例 （17．7± 6．5U／mL ）と比較 し有意に高値 （p＜ 0．0001）
で あ っ た。 尿中 NMP22 値 に影響を与える 因子は 尿中 WBC （p
〈 0，0001＞、血 清 Cr値（p＝o．0307）で あっ た 。 癌診断に関して、
細 胞診 は感度 63％、特異度98％ であ り， NMP ・22 （カ ッ トオフ

12．OU／mL ）は感度 81％、特異度 87％ で あ っ た。　ROC 分析 で は、
NMP22 （AUC ＝O．853）が細胞診 （AUC ＝O．836） よ りやや優 れ

て い る もの の，有意差は認 めな かっ た 。 ANN に よる解析を行 う

も優れた結果は得 られ なか っ た。【結論】尿路上 皮癌の 診断能に

関 し、症例数の 増加に よ りNMP22 は尿細 胞診 と同等以 上 に 優

れ て 睦た。ANN に よる 解析で は有用性を認め なかっ た 。
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